
令和２年１１月３日（火・祝）に氏家公民館ホールにてＳＡＫＵＲＡmama’s KIREさん主催のさ
くら市防災プロジェクト～子どもの命を守ろう～を受講しました。ＫＩＲＥさんはさくら市の特に女
性・子どもに対しての防災・減災活動をしており、私たちも学ぶことが多くありました。
講師の「かもんまゆ」さんは、全国で「防災ママカフェ」を開催し、家族の命を災害から守る活

動を行っています。今回の講座は、東日本大震災の被害を動画で再確認し、その時実際に被災
したママさんたちの生の声を伝えるもので、改めて地震災害の恐ろしさを実感できる内容でした。
これまで、命を失いかねないような災害を経験したことのない私たちは「今回も自分たちは大丈
夫だろう」という「正常性バイアス※」が働き、身を守る行動に移れないといいます。根拠のない
“大丈夫”に踊らされず、災害が起きた際に「自分はなにをすべきなのか」家庭内でしっかりと話
し合い、迅速に行動できるようにしておかなければならないと思いました。
※正常性バイアス…自然災害や火事などに対して「自分は大丈夫」「今回は大丈夫」「まだ大丈夫」などと過小評価すること
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さくら市
男女共同参画推進委員募集中

私たちと一緒に市の男女共同参画に向けた活動をおこなってみませんか？イベントの企
画や情報紙の発行など、誰もが住みやすく明るいさくら市を目指して楽しみながら活動し
ていきましょう！老若男女問いません。ぜひ、あなたの力を活かしてください！
問 総合政策課 ☎６１６－３５５７

あなたらしく
生きられる

社会を目指して

編集後記

男女共同参画“川柳”表彰式
応募のありました４７句の男女共同参画川柳
のうち、委員会で最優秀作品を決め、内山 正
さん（馬場６）が受賞し、市男女共同参画推進
委員長から表彰状をお渡ししました。
内山さんは「複数応募していたのですが、自分
の中では一番意外な作品で賞をいただけた
ので、嬉しい反面驚きました。普段から考える
ことや書くことが好きなので、川柳やエッセイ
等を創作することがよくあります。」と話され、
男女共同参画の考えについて「私たちの世代
よりも今の若い世代の方のほうがその考えを
持っていると多くの場面で感じています。これ
からも性別によって差別されないことが当たり
前の世の中になってほしいです。」と話されま
した。ありがとうございました。

令和2年度

「新型コロナウイルス」
家庭でできる感染対策POINT

令和３年２月２６日 内山さん宅にて

マスクの着用

こまめな換気

帰宅時のうがい・手洗い・消毒

複数の食事での食器の共用を避ける

毎日の検温・体調管理・行動履歴のメモ等

一刻も早く、新型コロナウイルスが沈
静化すること望んで、ひとりひとりが感
染対策を行っていきましょう！

男女委員 Ｋ・Ｏ

第２６号
20２１.３.3１

この１年を振り返り、昨年の未曾有の事態から、
未だに続く日々の生活の様子を見ていると、子
ども達にとっては窮屈な毎日が続いているよう
に思う。大人にとっても、長期間に渡る心身の
健康を保つための工夫の必要さを感じる機会
が多かった。（この緊張感と、心身の疲れは産
後2〜3ヶ月の頃に感じたものに似ているな。)
振り返りそう感じると共に、緊急下に心の健康
を保つ根本にあったのは、近しい方々や親族、
幼少期に親しんだ作家さん達がこの状況下で
発信してくださったメッセージや近況報告だっ
た。眠い。明日の仕事も気になる。更にまだま
だ家事は残っているけれど…。
今晩もまた、「この絵本を読んで」と目をキラキ
ラさせて持って来る目の前の子どもの「小さい
お願い」を叶える事に必死な毎日を、今とても

大切に感じている。 男女委員 Ｒ・Ｉ



さくら市男女共同参画川柳

令和２年７月１日～令和３年１月１５日まで募集していた男女共同参画
“川柳”に、計４７句の川柳の応募がありました。委員の中で最優秀賞を決
定し、後日、市男女共同参画推進委員長から表彰状と、エコバック、除菌
グッズをお渡ししました。たくさんの応募ありがとうございました。

テーマ： ①新しい生活様式 ②家族 ③男女共同参画 ④防災
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その瞬間を生きのびるために
～さくら市防災プロジェクトに参加しての気持ち～

市男女共同参画推進委員会のこれから・・・

2019年台風19号、避難勧告に従い近くの避難
所に向かったところ、そこはママが小さな子ども達
を連れて安心して避難できる場所ではなかった…
そんな経験をもとに万が一に備えてどうすれば良
いのか、考えたい、学びたい！その思いから『さくら
市防災プロジェクト〜子どもの命を守ろう〜』を開
催いたしました。
みなさんは子どもを守れますか？ママ目線、女性
視点の防災について、今後も考えていきたいです。

SAKURA mama’s KIRE主催者からひとこと

３．１１の映像から入り、あの日あのことが蘇りました。
電気が止まり、テレビは見られなかった。あんな大き
な津波が起きていることが分かったのは少したって
からでした。必ず来る「その時」のために「日用品の
ストックを１つ多く」これなら私でもできると思ったの
を覚えています。震災から10年の今年、バレンタイ
ン前夜、再び大きな地震が。長い停電と再びの寒い
夜。あの時と違うことは、モバイルバッテリーや懐中
電灯を準備していたこと。ガスと水道が無事なこと
を確認して、こたつの上に置いた明かりのもとに家
族で集まりました。準備と知識が人を強くします。改
めて意義のある講座だったと実感しました。 Ｓ・Ｕ

今年度、「女性の防災」をテーマにさまざまな活動をしてきました。避難所運営の責任者に女性
の参画を推進していく、さまざまな立場の人に配慮した相談窓口の設置、避難所運営の役割を
性別にとらわれず分担していく・・・たくさんのことを学びました。
この１年で学んだことを、さくら市全体の男女共同参画の実現に向けて、市の避難所マニュア
ルなどに男女共同参画の視点を入れ込んでもらえるよう、来年度に市へ提言書を提出したいと
思います。これからも「男だから」 「女だから」という考えにとらわれず、社会のあらゆる分野で
1人ひとりが平等に扱われ、 活動に共に参画していけるさくら市にするために活動していきた
いと思います。

「地震は準備ができる災害」という講師かもんまゆさん
の言葉に引き込まれ、自分の普段の行動を振り返りな
がら話に聞き入りました。ポイントは３つあります。
①「敵」を知る→地震・洪水・液状化現象など
②「自分」を知る→家族の実力・情報収集手段
③「準備」する→防災リュックの準備（家族の安心でき
るものを入れる・女性だと平均１０㎏）
「自分の命は自分で守る」頑張りましょう！ Ｈ・Ｏ

東日本大震災や熊本地震からたくさんのことを学びまし
た。災害に対し、被害が大きいと想定外だったといえば
諦めがつきます。責任がなく気持ちが楽になるような錯
覚なのか、自然や他人のせいにしたくなるような思いが
あります。しかし、過去の経験から絶対安全などないの
です。今元気に生きていることに感謝し、 “行動するのは
今”に視点を変えようと思いました。講座で学んだこと、
そしてこれから学ぶことを教訓にこれからも学び続け、行
動したいと思います。 Ｙ・Ｗ


